
取組と目標に対する自己評価シート 

 

年度 令和５年度 

 

前期（中間見直し） 

実施内容 

 

自己評価結果 

 

課題と対応策 

 

 

後期（実績評価） 

実施内容 

・健康教室開催数 29回、健康相談開催数 37回 

・まる元運動教室実施（令和５年４月１日～令和６年３月 31日）計 96回 延参加者数 1,912人 

・住民の指導者によるゆる元体操の実施  指導延回数 509回、指導した延人数 6，971人 

自己評価結果【○】 

・健康教室・健康相談は、昨年度よりも倍増。特に健康相談は目標値に達した。 

・まる元運動教室は、運動中心の３クラスと閉じこもりや認知症予防の１クラスの計４クラスを開

催。新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行したことで、延べ参加者数も若干増加した。 

・住民が指導者となるゆる元体操は、各地区で再開され、概ね活発な活動となっている。各地区サ

ロンの中に取り入れる方法は異なるが、指導者が創意工夫され開催されている。各地区によって

ばらつきはあったが、回数・延べ件数ともに昨年度よりも増加した。 

・ゆる元指導者のフォローアップ講座を開催。27人が受講した。 

課題と対応策 

【評価時点での課題】 

・まる元運動教室は参加者が高齢化し退会者が増えており、全クラス定員を満たしていない。 

・コロナの影響でゆる元体操を指導する機会が一時的に減少したことにより、指導者自身のモチベ

ーション維持が難しく、指導者の固定化にもつながっている。 

【課題に対する改善策】 

・まる元運動教室の周知(生協チラシ内にまる元募集チラシ配布など)と、地域へ出向く出張教室を

開催予定。 

 


